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１．研究計画の概要 

(1) 20 世紀における分析哲学、特にラッ
セル、フレーゲ、ウィトゲンシュタ
イン、クワインの哲学的見解の射程
を見積もる。 

(2) 上の成果を踏まえた上で、21 世紀に
おける哲学研究の方向性を模索す
る。 

 
２．研究の進捗状況 
毎年研究合宿を開催し、必要な外部知識の
吸収し、各自の研究の進捗状況を確認し合
うという形をとっている。2007 年度は松阪
が、2008 年度は岡本が自らの着想について
発表を行った。 
 
３．現在までの達成度 
各研究者で多少のばらつきはあるものの、
概ね目的は達成されていると思われる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度もやはり研究合宿を開き、各研究者
の最終的な成果のチェックを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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